
行 政機 関で働 く保健 婦 の主体 性 お よび コ ミュニ テ ィ影響 力 へ の 関連要 因
一経験年数による分析一

門 間 晶 子

要 約

本研究の 目的は、保健婦のエ ンパワメン トの下位概念 としての主体性お よびコミュニテ ィ影響力について、経

験年数によって分析す ることである。保健婦を対象 として質問紙調査 を実施 し、191名(40.6%)の 回答から以下

の結果 を得た。

1)主 体性 は13項 目のうち1項 目を除き、コ ミュニティ影響力は7項 目すべてにおいて、経験年数の増加 に伴 っ

て得点が有意に増加 していた。

2)主 体性 を促進す る要因は、経験10年 未満群では自己充実的達成動機が高い こと、他職者へ よく相談すること、

同道(複 数)訪 問の機会が少ないことであ り、経験10年 以上群では働 きがい度が高いこと、他職者へ よく相談

すること、職位があることであ った。

3)コ ミュニテ ィ影響力 を促進す る要因は、経験10年 未満群では事例検討の機会が多いこと、 自己充実的達成動

機が高いことであ り、経験10年 以上群では他職者へ よく相談すること、働 きがい度が高いこと、未婚であるこ

とであった。

保健婦の主体性や コミュニテ ィ影響力 を高めるためには、事例検討や関連職種への相談が行いやす く、働 きが

い度が高め られるような職場環境の整備が必要である。
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1.は じ め に

1.問 題 と背景

国内保健行政の近年の動向 としては地域保健法施行 、

母子保健事業の市町村へ の一元化、介護保険制度導入な

どの変革があ り、地域住民 にとって身近で頻度の高い保

健サービスへの対応が市 町村に要求 される 一方、保健所

にはよ り広い視野での包括的な保健事業や研究的役割が

課せ られている。地域で直接住民 と関わる職種 は一層多

様 にな り、 自治体に所属 して公衆衛生看護活動を担 う保

健婦 ・保健士(以 下、保健婦 と略す)独 自の活動意義や

役割、専 門性 が保健婦 自身やその周辺から問い直 されて

いるように感 じる。保健婦の役割 ・機能 については、保

健婦の意識 を問うもの1)2)、保健婦への面接や訪問場面の

実際を質的 に分析す るもの3)4)など地道な取 り組 みが行

われている。佐伯 らは保健婦の 自己評価 を通 して専門的

職業能力の発達の現状 を検討 し、経験年数に伴っ て発達

させている能力 と必ず しも経験年数によって発達 させ ら

れない能力 とがあることを指摘 している5)。

同 じ看護職であって も、看護婦 の職務については専門

的 自律性6)7)、エ ンパ ワメン トと職場環境や職務満足 との

観点8)9)10)などか ら研究 されているものの、保健婦に関す

るそれ らの研究は少ない。門間は保健婦の専門性 を探る

一助 となることを意図 して、家族への励 まし、主体性、

コ ミュニテ ィへの影響 とい う3下 位領域 をもつ保健婦の

エ ンパワメン ト尺度 を作成 し、エンパワメン トに影響す

る要因の検討 を試みた。それぞれの下位尺度は信頼性係

数が高 く、尺度得点 を使用 した主成分分析 によって3下

位尺度の一次元性 も証明 された。 しか し用意 した変数に

よる説明率などから、家族への励 ましは主体性お よびコ

ミュニティ影響力 とはやや異なる方向性 を持つ成分であ

ることが示 された11)。Zerwekhら の研究4)を 参照 し、保
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健婦のエ ンパ ワメン トの代表領域 であると予測 していた

「家族への励 まし」は、む しろ保健婦の援助能力、援助技

術 に位置づけ られる ものではないかという見方11)もでき

た。

2.本 研究の目的 と用語の定義

このような経過から、本研究は先行研究において保健

婦エ ンパワメン トの下位領域 と見なされた 「主体性」 と

「コミュニテ ィ影響力」 について、経験 を重ねることに

よるキャリア発達の視点5)か ら検討することを目的 とす

る。主体性 とコミュニティ影響力が年齢 または経験年数

によつて促進 されることは既 に確認 されている11)が、本

研究では経験年数による主体性 とコ ミュニティ影響力の

変化および関連要因の違 いを探ることとする。

本研究における主体性 とは 「自身や組織 の成長 ・発展

のために主体的に取 り組 む姿勢」 とし、コミュニテ ィ影

響力 とは 「住民、コ ミュニティ、政策に働 きかけ、影響

す ること」 と定義す る。 また、保健婦 のキャリア発達 は

佐伯 らが定義 した 「一連の職業経験 を通 して保健婦 とし

ての能力を発展 させてい くプロセス」9と 捉えた。

Ⅱ.方 法

1.調 査の対象および方法

対象者はA県 看護協会の保健婦名簿に掲載され、県内

の保健所や市に所属 して対人保健サー ビスに従事する保

健婦である。所属別では県保健所162名 、政令市保健所130

名、その他の市(以 下、単に市 と表現す る)178名 の計

470名 である。平成9年8月 に 「保健婦 ・保健士 の仕事

に関する調査」 とした無記名の 自己記述式質問紙 を対象

者の 自宅宛 に送付 した。回収数205(43.6%)の うち、有

効回答数は191(40.6%)で あった。

質問紙の全体構成 は、保健婦の主体性、コミュニティ

影響力 など保健婦のエ ンパワメン トを測定することを目

的として独 自に作成 した質問項 目と働 きがい、生活満足 、

自己充実的達成動機の各尺度、および職業上のまたは個

人的な特性、基本的属性 などを含 む。

経験年数の区分については、Benner,P.12)に よる看護1

の技能修得 に関する考え方、お よび看護職の職業的自律

性 を経験年数別 に分析 した菊池7)、 お よび佐伯 らの保健

婦の専門職業能力発達の研究5)を 参考 に、保健婦 として

の経験年数 を4年 未満、4年 以上10年 未満、11年 以上20

年未満、20年以上の4群 に分けた。所属する機関により、

職場環境や職務遂行の条件、背景が異 なると考 えられた

ため、所属組織の違いによる差について も検討 した。

対象者はすべて女性 であった。経験年数別にみた対象

者の基本的属性 は表1に 示す。平均年齢は全体で36.45±

9.72で あ り、経験年数が上がれば平均年齢 も有意 に高 く

なった。経験年数10年 未満群 には何 らかの職位 を持つ人



はなかった。従って経験年数によって有意な差を示 した

のは年齢、職位、結婚歴、看護婦教育、保健婦教育であっ

た。教育 については、経験年数が短い群 ほど大学で受 け

ている割合が高かった。

教育背景は県保健所、政令市保健所 、市(保 健センター

な ど)と い う所属 による差 はな く、学会へ所属 している

保健婦は県の保健所に多かった(p<.01)。

2.用 いた指標 と分析方法

1)基 準変数 として用いる尺度

主体性お よびコミュニテ ィ影響力 については、エ ンパ

ワメン トの下位領域 としての尺度の作成過程 を既 に報告

した11)が、因子分析 を中心 とした尺度構成の手続 きを踏

み、最終的に選択 された13項 目の主体性尺度 と7項 目の

コミュニテ ィ影響力尺度 を用いた。各項 目に対 して 「あ

てはまる」から 「あてはまらない」 までを5段 階で 自己

評定 し、点数が高いほど主体性お よびコミュニテ ィ影響

力が高いことを示す。関連要因を探 るための重回帰分析

には下位尺度ごとにその合計点 を用いた。Radiceら が臨

床看護婦のエ ンパワメン ト尺度の妥当性 を職業満足 との

問のポジテ ィブな相関で証明 した8)の と同様に、職業や

職場 への満足 度 との問に有意 な相関が認 め られたこと

で、この2つ の尺度の基準 関連妥当性 も証明 されている。

構成概念妥当性(因 子的妥当性)は コ ミュニテ ィ影響力

については、抽出された因子 と想定 していた領域 との一

致 という点で証明された。主体性については、想定 して

いたエ ンパワメン トの下位領域の うち、複数の領域から

構成 される因子 として抽出された とい う点で、構成概念

妥当性 には課題が残 されている。本研究対象者全体での

Cronbachα 信頼1生係数は主体性が0.87、 コミュニテ ィ影

響力が0.82で あった。

2)説 明変数 として用 いる尺度

自己充実的達成動機測定尺度は.、堀野 らが開発 した達

成動機測定尺度の下位尺度であ り、「他者 ・社会の評価 に

はとらわれず、自分な りの達成基準への到達 を目指す傾

向の強 さ」 を13項 目 ・7段 階で評定 し、その合計 を得点

として用いる13)14)。堀野 らによって高い信頼性係数が報告

されてい る。本研究対象者 におけ るCronbachα 係 数は

0.86で あった,、

働 きがい度は職場 における要因を中心に した労働生活

全般 につ いての包括的な満足度であ り、丸山 らによって

開発された測定尺度 を用いた。家庭 の雰囲気 、仕事の満

足度、職場の雰囲気、職場の人間関係、余暇時間の利用、

将来に対する希望の6項 目を4段 階で評定 した合計 を働

きがい度 とす る15)。丸山 らによって妥当性、信頼性が検

証 された働 きがい度測定尺度は、一般労働者 ばか りでな

く、看護婦の働 きがい度 を測定するためにも用いられて

いる16)。本研究対象者 におけるCronbachα 係数は0.73で

あった。

生活満足感測定尺度は 「毎 日の生活 に満足 しています

か」 という直接的な1項 目の質問を4段 階で評定す る。

人々の生活の 質を主観的に測定す る尺度 と しての信頼

性 、妥当性が備えられたもの として、QOL調 査等で使

用されている15)。

職業満足度 と職場満足度は既存の尺度ではな く、10点

満点で満足度 を自己評定 した ものである。

3)分 析方法

経験年数や所属 ごとに平均値 を比較する際はノンパラ

メ トリック検定であるKruskal-Wallisの 検定 を用い、有

意差があった場合はMann-WhitneyのU検 定 を行 った。

名義尺度デー タの検定 に対 しては回答 の頻度 をx2検 定

によつて比較 した。経験年数による主体性 、コミュニティ

影響力への関連要因の検討はスッテプワイズ方式の重回

帰分析 を用いて行った。

Ⅲ.結 果

1.対 象者の仕事に関する組織的および個人的な特徴

保健婦 という仕事 に関わる、対象者の所属組織の環境

および心理社会的側面 をも含めた個人の状態を経験年数

別に見たのが表2で ある。所属組織 の環境の うち保健活

動の方法、事例検討機会、研修参加機会は経験年数 によ

る差がなかった。所属その もの(p<.001)お よび同 じ

部署で働 く保健婦数(p<.01)に ついて有意な差があっ

た。経験二年数が短い保健婦 は市に、経験年数が長い保健

婦 は政令市や県に所属す る割合が高かった。

仕事 についての個 人の状態 として、1週 あた りの家庭

訪問の単位数、保健婦同士 の同道訪問の頻度、家庭訪問

などの事例 に関する他の保健婦への相談頻度は経験年数

による差が なかっ た。保健婦以外の職種 に相談 を 「よく

している」保健婦の割合は経験年数の増加 に伴って高 く

なった(p<.05)。 保健婦 とい う職業への満足度 は経験

年数4年 未満の保健婦 に比べ、経験年数20年 以上の保健

婦の満足度が高か ったが、統計学 的に有意 な差で はな

か った。働 きがい度6項 目の うち、仕事満足 は経験年数

10年 未満群 に比べて20年 以上群が高 く、余暇利用への満

足は経験年数10年 以上20年 未満群に比べて4年 未満群が

高いという反対の傾向を示 したが、6項 目を合計 した働

きがい度 としては差はなかった。 自己充実的達成動機13

項 目の うち 「みんなに喜んで もらえるすば らしいことを

したい」の1項 目のみ、4年 未満群が20年 以上群に比べ

て有意に高かったが、13項 目の合計点では経験年数によ

る有意な差はなかった。

所属組織 による差を見ると、管轄人口は県、市、政令

市の順 に多 く(p<.01)。 同 じ部署の保健婦数は差がな



表2　 経験年数別にみた仕事に関する職場の環境 、個人の状態



か った。保 健 活動 の方 法 と して 、地 区分担 制 の実施 は県

37.1%、 政 令 市78.0%、 市41.7%と 所 属 に よる差 が あっ

た(p〈.001)。 事 例検 討 は県、政 令市 に実 施頻 度 が高 く

(p<.01)、 研 修 参加 機会 は所 属 に よる差 はなか った。

2一 経験年数による主体性およびコミュニティ影響力

主体性13項 目お よびコミュニテ ィ影響力7項 目のそれ

ぞれについて、 経験年数各群の平均値 および得点差の有

意性 の検定結果 を表3、4に 示す。 ノンパラメ トリック

検定(Kruska1-Wallis検 定)に おいて、主体性13項 目中



12項 目に経験年数 による得点差が認め られ た。さらに

Mann-WhitneyのU検 定に よって有意な差があった群の

関係 を検討 した。有意差があったll項 目すべ てにおいて、

経験年数20年 以上群 と4年 未満群および4年 以上10年 未

満群 との間で有意な差が認め られ、経験年数 を積 むこと

による主体性の向上が示 された。

コミュニティ影響力 も同様の検定方法 によって、7項

目すべ てにおいて経験年数 による得点差が認め られた。

ここで も経験年数20年 以上群 と4年 未満群および4年 以

上10年 未満群 との間で有 意な差 が認 め られる場合が多

かった。

また、合計得点を項 目数で除 した点数は、主体性が3.75

点、コミュニティ影響力が3.19点 であ り、各項 目の得点

を見て も、 コミュニテ ィ影響力への肯定率は相対的に低

かった。

3.経 験年数別 に見た主体性 、コミュニテ ィ影響力への

関連要因の分析

経験年数による、保健婦の主体性お よびコ ミュニティ

影響力への関連要因の違いを探 るために、経験年数10年

未満群 と10年 以上群の2群 に分け、それぞれの群 におい

て主体性お よびコ ミュニティ影響力 を従属(基 準)変 数

としたステ ップワイズ方式の重回帰分析 を行 った。独立

(予測)変 数は結婚歴や教育背景 などの個 人的変数、生活

満足感、働 きがい度、自己充実的達成動機 などの心理社

会的変数、管轄人口や保健婦数、事例検討機会、研修機

会などの組織的変数、家庭訪問頻度、仕事仲間への相談、

退庁時間など働 き方に関す る変数など18変 数である。職

位に関 しては、経験年数10年 未満群には何 らかの職位を

もつ保健婦がいなかったため、経験年数10年 以上群 にの

み、独立変数 として加 えた。重 回帰分析の結果は主体性



については図1に 、 コミュニテ ィ影響力 については図2

に示す。

1)主 体性 に影響する要因

標準偏回帰係数(β)の 有意性か ら、経験年数10年 未

満 群 につ いて は自己充実 的達成動 機 が高 い こ と(p

<.001)、 他職者 によく相談 しているこ と(p〈.01)が

主体性 を高める要因であっ た。複数のス タッフで家庭訪

問指導 を行 う同道訪問の機会については、機会が多い保

健婦の方が主体性が低い(p<.05)と い うマイナス要因

となっていた、、重相関係数は.606、 決定係数は.367で あ

り、 この3変 数で主体性 の37%が 説明 された。

経験年数10年 以上群では、働 きがい度が高いこと(p

<.001)、 他職種へ よく相談 していること(p<.01)、 職

位があること(P<.05)が 主体性 を高めていた。この3

変数で主体性 の30%が 説明 された。

2)コ ミュニティ影響力 を促進す る要因

経験年数10年 未満群については、保健婦同士や他職者

を交 えて事例検討・サー ビス調整を行 う機会(事 例検 討)

が多い こと(p<.01)、 自己充実的達成動機が高い こと

(p<.05)が コ ミュニティ影響力を高める要因であった。

この2変 数による説明率 は13%で あった。

経験年数10年 以上の保健婦では、他職種へ よく相談 し

ていること(p<.Ol)、 働 きがい度が高いこと(p<,01)、

結婚歴が ないこと(p〈.05)が コ ミュニティ影響力 を高

めていた。 これ ら3変 数によつてコミュニテ ィ影響力の

28%が 説明された。

Ⅳ.考 察

1.対 象者の仕事に関する状況について

保健婦の所属組織お よび同 じ部署で働 く保健婦の数に

経験年数による差が生 じたことは、地域保健法施行後 は

特に都道府県保健所が統合 される傾向にあ り、一方地方

分権 ・自治の進行 と市町村への対人保健サービス委譲 に

伴 い、若い保健婦が比較的規模 の大 きい市 に採用 されや

すい という背景による と考える。 また、同 じ部署で働 く

保健婦数は保健婦同士 の相談 しやすさの環境 に左右する

と考えるが、経験年数別に有意差が生 じたのは、経験年

数が上がると対入 サービスの中で も福祉や高齢者相談窓

口の ような一人配置の部署へ就 くことが多いことと関連

があると考える。一方保健活動の方法(地 区分担、対象 ・

業務分担、その併用)、事例検討の機会、研修参加機会に

は経験年数による差がな く、これ らはむ しろ所属組織 に

よる影響 を受 けていた。

仕事 に関す る保健婦個々の状態 については、経験年数

の少ない保健婦は同業者の意見を求めて個別支援能力 を

磨いてお り、経験年数の増加に伴 って、個別支援におけ

る諸調整を含めた相談 を他職者 との間で行 う機会が増大

していると考え られる。

働 きがい度 については、一般事業所の男性9.38点 、女

性10.03点 とい う報告15)があ り、鈴木 らによる と看護婦 は

6.49点 であ り、年齢に伴っ て増加 していた16)。本研究対

象者の平均得点は14.69±3.02で あ り、同 じ看護職である

看護婦 に比べて も高 く、保健婦が認知 している包括 的な

働 きがい度 は決 して低 くはないといえよう。 また、統計

学的な有意差 こそない ものの、経験年数の増加 に伴 って

職業満足度が高 くなっ てお り、保健婦 という仕事から、

経験の蓄積 に見合つた満足が与えられている現状が伺え

る。自己充実的達成動機 は地域の婦人会メ ンバーである

中高年女性(39-60歳 、平均年齢50.3歳)の 平均67.36点17)

に比べる と、やや高 く、保健婦 とい う職種 を選択す る集

団のパーソナ リテ ィを反映 している可能性 もある。

2.経 験年数 による主体性 およびコミュニテ ィ影響力

菊池は、看護職が専 門職の要件の一つである職務上の

自律性 を持つ ということは、高度な専門技術 に裏付け ら

れた自主的 ・主体的な判断 と適切な看護実践 という、看

護活動 における専門的 な能力の発揮 を意味すると述べ て

いる6)。主体性 とは本研究においては 「自身や組織 の成

長 ・発展のために主体的に取 り組 む姿勢」 としたが、本

研究における主体性 もこのように、自律性を支える適切

な看護実践 における判断に関わる ものであると考える。

この主体性が経験年数の蓄積 によって顕著 に向上 してお

り、「一連の職業経験 を通 して保健婦 としての能力 を発展

させ てい く」保健婦 のキ ャリア発達のプロセス5)を 踏ん

でいることが明 らかになった。

岡田 らは保健婦が地域 ケアシステムを構築す る際 に用

いた能力 を、Benner,P.の 提案 した看護実践の7領 域 を

枠組みに して分析 してお り、その際に 「組織化 と仕事役

割能力」領域 にさらに7つ の細項 目を設けた。①保健婦

としての姿勢、②情報提供 と獲得、③ 制度の活用、④発

言力、⑤ 将来 を見通 した創造力、⑥予算化、⑦ 知識の獲

得である18)。このような組織化の能力は行政で働 く保健

婦 にとって不可欠である といわれているが、本研究にお

いて 「住民、コ ミュニテ ィ、政策に働 きかけ、影響す る

こと」 と定義 したコ ミュニテ ィ影響力が この領域 に含 ま

れる もの と考える。佐伯 らは保健婦の専 門的職業能力の

うち、必ず しも経験年数による発達が十分ではないもの

として、施策化を含む評価能力、分析 ・研究能力が含 ま

れると指摘 してい る5)。本研究 におけるコミュニティ影

響力は経験年数によって向上 していた。 しか し得点は全

体的に低 く、 また保健婦 自身の自己評価 によるという限

定 を考 えると、この指摘 を覆す根拠 には乏 しい。「仕事上

の問題解決のための情報、資源、相談相手などをもって

いる」の1項 目については経験年数に よる差が認め られ



ず、キャ リア発達の視点から主体性 を考える際、項 目の

適切性 を検討する必要性が生 じるであろ う。

また主体性 、コミュニテ ィ影響力共 に、経験年数4年

未満群 と4年 以上10年 未満群 との問ではあまり差が認め

られない場合が多かった。菊池 らの研究では看護婦の専

門的自律性は臨床経験3年 を境に大 きく高 ま り、その後

6-10年 で一時低下 または安定 し、10年 を超えるとさら

に上昇 していた7)。本研究では対象者数 も少な く、詳細

な変化は検討できないが、主体性や コミュニテ ィ影響力

が保健婦の実践 において確実に内在化されるためには、

少 なくとも10年 の経験年数が必要であるという点では、

自律性の場合 と一致 している と考える。看護職の能力 を

経験年数 ごとに分析 した研究はい くつかあるが5)6)、10年

以上の経験者は熟練者 としてひとまとめに論 じられる場

合が多い。本研究ではいわゆる 「達人」12)と呼ばれる域

に属する経験年数20年 以上の保健婦の専 門的な力の発揮

を独立 して検討することがで きた。その結果、主体性 と

コミュニティ影響力 において、十分ベテランと思われる

経験年数10年 以上20年 未満群 と比較 して もなお、20年 以

上の保健婦の専門的な力の発揮 が認められた。

3.経 験年数別に見 た主体性 、コミュニティ影響力への

関連要因

1)主 体性 を促進する要因

主体性 を促進す る要因 として経験年数10年 未満群 と10

年以上群に共通 していたのは他職者への相談であった。

保健婦 としてのキャリア発達における主体性 とは、保健

婦の専 門的な判断を他の職種 との関係の中で どのように

調整、主張 してい くかにも関わっていると考えられる。

ここでいう他職者への相談は、個別事例に関す る相談 を

想定 しているが、個別事例へのケアを通 して地域全体 に

共通 した健康課題への発見 ・介入(す なわち地域ケア)

へ発展 させ る過程が保健婦活動 の独 自性であ ると思わ

れ、 まずは個別事例へのケア提供のために関連職種に接

近する とい う基本的な姿勢が、経験の蓄積 に関わらず、

主体性 に影響 していたと考 えられる。 自己充実的達成動

機 は、先行研究によっても、主体性 を促進する大 きな要

因であった11)が、今回の研究では主に経験の比較的浅い

保健婦に とっての促進要因 となっていた。同道訪問 とは、

本研究では複数の保健婦で家庭訪問 を行 う体験 として設

問 したが、これがマイナス要 因つま り主体性 を弱めてい

るということは、周囲の仲間に相談 しつつ も、実際の個

別支援場面では一人で対応する能力が経験 の浅い保健婦

にも求め られてい る現状を示唆するものであろうか。保

健医療福祉 の連携が叫ばれて久 しく、介護保険制度下で

予測 される在宅におけるケアの多様化への調整役が保健

婦に求められる可能性 を考えると、「保健婦 同士」ではな

く、「他職者 と」共同・連携 して行 う保健サービスの経験

の方が、主体性 を促進する有力 な変数 となる可能性があ

る。 また、経験年数10年 以上の保健婦の主体性を促進 し

ていた職位は、本研究 においては管理職や中間管理職の

み を指す ものではない。主任、専門官な どキャリアア ッ

プした状態ではあるが、スタッフと同様 に地区を受持 っ

ている保健婦 も含 まれていた。段階的な昇進 ・昇格 など

の待遇が、保健婦の主体性 を内外か ら支えることにつな

が ると考えられる。

2)コ ミュニテ ィ影響力の促進要因

コミュニティ影響力は経験年数によって促進要因が異

なってお り、経験年数10年 未満群 には、主体性 と同様に

自己充実的達成動機が影響 していた。保健婦や他職種 を

交えての事例検討の機会が どの程度確保 されているのか

については、職場組織の認識、つま り職場環境の要因で

あろう。経験年数10年 以上群については働 きがい度が促

進要因であ り、働 きがい度 は経験年数 と共に上昇傾向に

あるが、自己充実的達成動機は経験年数 と関連 していな

い ことから、熟練 した保健婦 にとっては、働 きがい度が

主体性 とコミュニティ影響力 に強 く関わっていることは

確かであろう。結婚歴については、先の研究では互いに

強 く相関す る年齢 との間で抑圧19)を起 こし、その真の影

響が捉 えられなかったが、本研究では年齢 を独立変数に

含 んでお らず、単純 な相関係数の結果 とも一致す るため、

妥当な結果が得 られたと考えられる。熟練保健婦 には既

婚者が多いことから、 この分析 には対象者数の偏 りが生

じてお り、現実に女性が多数を占める保健婦のキャリア

発達 を検討す るためには、さらに大 きなサ ンプルが必要

になるであろう。佐伯 は保健婦のキャリア発達 を、専 門

職業人 としてのキャリアだけでな く、出産や育児 を含め

た女性の生 き方 としてライフサイクルを考慮 した発達の

あ り方 として検討す る必要性 を指摘 している5)。しか し、

既婚またはこどもを持つ女性が働 き続けることの困難 さ

は、一般 に指摘 されていることであ り、本研 究の結果は

女性のライフサイクルと専門職のキャリア発達を捉 える

上で、興味深い示唆を与えていると考える。

3)主 体性お よびコミュニティ影響力 を高める仕事の

あ り方

保健婦 は保健サービスについて単独で企画立案 、実施

する とい う場合 も多い。受持地区が明確 な場合はよ り、

経験 の浅い保健婦 にとっての身近な相談相手が必要であ

ろう。現任者教育は各 自治体で さまざまな工夫が されて

いるが、迷い悩 むプロセスを関連職種 に相談 し、事例検

討の機会 を持つことによって成長の糧 にで きることが特

に経験 の浅い保健婦にとっては必要であると考える。 ま

た経験 を積んだ保健婦 に対 しては、職場環境 において働

きがい度を高めるような環境 を整えることが、専門職 と



しての保健婦の成長に寄与することになると考 える。 ま

た、 自治体 における数限 りある管理職ポス トを、正当な

評価 を受けて看護職 が獲得で きることも必要であろう。

5.本 研 究の限界 と課題

本研究は特定地域 における保健婦 を対象 としてお り、

研 究結果の一般化には限界がある。調査方法 としては、

施設宛 にまとめて調査票を郵送 し、依頼す るとい う方法

をとることも考えた。 しか しすべての施設 に同様の方法

を用い ることの困難が予測 され、今回は直接個別に依頼

する方法をとるため、看護協会の名簿を頼 りとした。ま

た対象者 として町村保健婦 を含 まなかった こと、経験年

数でグループ分け した ことによ り各 グループの対象者数

が少 なくなったことも分析上の限界であろ う。

地域看護活動の理論の発展 とともに、保健婦の機能や

役割 について も明文化 され、それに基づいた基礎教育が

行 われている1。保健婦の専 門的な職業能力の発達過程が

わかることによ り、教育課程 において獲得するべ き能力

もさらに明 らかにされるであろう。看護系大学の量的 な

拡大は続 き、本研究対象者 において も、経験年数4年 未

満の保健婦 における大学卒業者の占める割合は2割 を超

えていた。佐伯は実践 に対す る自己肯定の低 さについて、

保健婦が職業上の 自己概念つ まり職業的同一性 を持 ち得

ていない可能性を指摘 し、さらに大学教育では保健婦課

程単科の養成所に比べて保健婦 としての職業的同一性が

育 ちに くい状 況を指摘 している5)。職業的同一性 は、地

域看護活動 において多様 な関連職種の中で主体的に行動

し、コ ミュニ ティへ影響する保健婦 にとって重要 な要素

であ り、この視点 も合わせ、教育の影響 についての検討

は今後 さらに必要になるであろう。

保健婦や訪 問看護婦 など、地域看護分野における看護

職の能力 を明 らか にしようとす る研究が注 目され てお

り、訪問などの個別指導 に焦点 を当てた ものが多い20)。

また、ス トー リーテリング(物 語)な どによって熟練保

健婦の経験知 および実践知を明 らかに して共有化 し、看

護職の財産にするばか りでな く、看護職の力を社会 に訴

えて社会 の財 産 に しよ う とす る方法 も紹 介 され てい

る20)。自治体などの行政機関で働 く保健婦の役割、機能、

専門性への探求は、広い守備範囲のどこを切 り口にする

かの焦点 も定 まりに くい。活動そのものを抽 出 して明確

にするような質的な研究が、その有効な方法論の開発 と

共に進め られ る必要があると考 える。

V結 論

1)主 体性 は13項 目の得点のうち1項 目を除いて経験年

数 による有意な差があ り、経験年数の増加 に伴 って得

点が増加 していた。

2)コ ミュニテ ィ影響力は7項 目すべてにおいて経験年

数に よって有意 な差があ り、経験 年数が長い方が コ

ミュニティ影響力の得点が高かった。

3)主 体性 を促進す る要 因は、経験年数10年 未満群では

自己充実的達成動機が高いこと、他職者へ よく相談す

ること、同道(複 数)訪 問の機会が少ないことであっ

た。経験年数10年 以上群では働 きがい度が高い こと、

他職者へ よく相談すること、職位があることが主体性

を促進 していた。

4)コ ミュニティ影響力 を促進す る要 因は、経験年数10

年未満群では事例検討の機会が多いこと、 自己充実的

達成動機が高いことであっ た。経験年数10年 以上群で

は他職者へ よ く相談すること、働 きがい度が高いこと、

未婚であることが関連 していた。
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                                      Abstract 

 The purpose of this study was to analyze  in terms of their years of nursing experience the sense of autonomy and 

positive  influence on the community of public health nurses as a form of empowerment. The following results were 

obtained from a survey questionnaire distributed among 191 nurses  (40.6%). 

1) Except for one of 13 items, all 7 items dealing with positive influence on the community showed a significant 

  increase with years of nursing experience. 

2) As for autonomy-enhancing factors, nurses with less than 10  years' experience showed high motivation for self-

  fulfillment, frequently consulted other staff members, and had fewer opportunities to accompany their peers on 

  visits. Nurses with 10 or more years' experience, on the other hand, showed higher job satisfaction, often 

  discussed matters with other staff, and held positions of authority. 

3) The group with less than 10 years' nursing experience had many opportunities for actual case work and high 

  motivation for self fulfillment, factors related to positive influence on the community. The group with 10 or more 

  years'  experience often consulted other staff, felt their work to be very meaningful, and were unmarried. 
 To heighten the sense of autonomy of public health nurses and their positive influence on the community , the 

workplace environment should be made more conducive to case work, consultation among staff , and more 
meaningful work. 

Key words: community health nursing, empowerment of public health nurses, professional autonomy in nursing , 

         positive influence on community, years of nursing experience


